
































また形容詞には不定変化と定変化がある。   
本稿に挙げた例文は，参考文献からのものならぴにラトヴイア大学バルト語  
学科のSilvijaVeinberga教授より得たものである。   
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の項［記述はⅩrakovskij］に依拠した）   
ここから出発すれば，態のカテゴリーは「格配置の文法化」［Bondarko et  
al．143］と定義することができよう。  
1．3 ラトヴイア語の受動構文は，受動分詞過去形（その形態素はIE：■一tOS  
に由来し，ラトヴイア語での反映形は不定形語幹にtS〈男．単．不定〉，tais〈男．  
単．定〉，taく女．単．不定〉，t豆〈女．単．定〉を付加して得られる）に，tikt，tapt，   
三 谷 素 子  
khtといった，いずれも 〈なる〉 という意味の動詞を助動詞として用いるか，  





このパターンを用いた受動構文はたとえば次のようになる：   
01）J豆Su  gr云matair  nolikta  uz galda．  
代．二．複．属 単．主  三．現 受分過．女．単．主 前置 単．属  
くあなたの〉く本〉 〈b酎（be）くnoユjkt置く  くga】ds机  
あなたの本は机の上に置かれています。  
02）veikalos 些  pardotas  da羞云das  
複．位  三．現 受分過．女．複．主 形．女．複．主  
くveikala店〈tikt 〈p5rdot売る  く沢山の  
［Veksler＆Jurik279］  preCeS▲  
女．複，主  
くprece品物  
店には沢山の品物が売られている。   
被動作項が主格で現われない無人称受動構文も作られ，その際述語は三人称，  
分詞は単数男性主格形となる［Fennell＆Gelsen，1177］：   
03）Pie durvim tika klauvets．  
前置 複．与 三．過 受分過，男．単，主  
〈d缶rvisドア  くklauvetノックする  
ドアがノックされた（直訳：ドアの所で叩かれた）。   
04）Vientulfb云ir  jau diezganilgi  
単．位  〈be動詞〉 助 副  
b缶ts．  
受分過．男．単．主〈be動詞〉  


















しの属格で表わすことができる［Fennell＆Gelsen，887］：   
05）吐亘担 pirktais  gredzens  
単．属 受分過．男．単．主．定 男．単．主  
〈br豆1is兄  〈pirkt買う  く指輪〉  
兄によって買われたその指輪  
06）些 Ceptie  gardumi  
単．属 受分過．男．複．主 男，複，主  













ある以上，受動構文に動作主名詞句が現われないことの制約は文法的というよ   












れる：   
08）Vai Seit tiek p云rdoti畠ipoli？  
助詞 副詞 受分過．複．主 複，主  
〈p計dot売る 〈菖ipolis玉葱  
ここでは玉葱は売られていますか？   
09）Vai誌it p豆rdod 羞fpolus？  




10）Noziedznieks driztiks apcietin豆ts．  
単．主  副詞  受分過．男．単．主  
〈犯罪者〉  〈apcietin云t逮捕される  
その犯罪者はまもなく逮捕されるだろう。  
11）Noziedzniekudriz apcietin豆S．  
単．対  三．未来〈apcietin豆t  
同上（直訳：その犯罪者を［人は］まもなく逮捕するだろう）  
12）Driz tu  tiksi  gほbts，  
副詞 代．二．主 二．単．未来 受分過．男．単．主  
〈gほbt救われる  
まもなく君は救われるだろう。   
脱動作主化とラトヴィア語の義務態について  
13）Driztevi gほbs．  



















14）Man  vajag  izlasit vestuli，  
代．一．与 三．現くvajadzet 不定詞 単．対  







要とする」という意味で必要なものを直接補語とすることもできる。このとき   
三 谷 電 子  
も必要の認識者は与格で，また必要とされる対象は対格で表わされる：  
15）Man  vajag naudas，  ［Plesuma＆Slavinska，292］  







16）Me2am vajadzeJa degt．  
単．与  三．過  不定詞  
〈me羞s森 〈vajadzet〈燃える〉  
森は燃えなければならなかった（燃える運命にあった）。  










17）Sis  darbs padar云ms，  ［Lazdi11a，212］  
指代．男．単．主 男．単．主 受分現．男．単．主  
くこの  〈仕事〉  〈padarit遂行する  
この仕事は達成されなければならない（されるべきものだ）。  
18）Dokumentibijaiesniedzami  lfdz plrmaJam auguStam，  
男．複．主  過 受分現．男．複．主 前置 与  与  
〈dokuments〈iesniegt提出する〈まで〉〈pirmajs第qのくaugusts八月  
［Veksler＆Jurik，267］  






19）Es  nevaru  iet， 聖聖1Velpusdienas  
代．一．単．主 否定．一．単．現 不定詞 一．単．与 女．複．主  
〈私は〉  くne十var百tできる 〈行く〉 さらに 〈昼食  





2．3 ラトヴイア語で義務を表わす手段の第三は，動詞の直説法現在三人称  
形の前にj豆－という形態素を付加する形式である3）。たとえば通常の人称文（能  
動態）（20A）（21A）に対する（20B）（21B）の様な構文である：   
20A）M豆te  dzied．  
単．主〈母〉 三．現〈dzied∈；t歌う  
母は歌う。   
20B）M豆tei  j云dzied．  
単．与〈母〉  くj豆＋三．現  
母は歌わなければならない。  
21A）Mes  str豆d豆jam．  
代．→．複，主 一．複．現くstr云d云t働く  
我々は働く。  
21B）Mums  j豆Str豆d豆＿  






72］。義務性を表わす以上，この形式は様相表示の文法化された手段とみなす   



















分詞は性数に関して無標な男性単数形をとる：   
22）［単純過去］M豆teibija  5豆dzied．  
単．与 三．過〈b缶t 義務形  
母は歌わなければならなかった。   
23）［単純未来］M云teibtis  j豆dzied．  
単．与 三．未来〈bdt  
母は歌わなければならない（だろう）。   
24）［完了現在］M云teiir bijis j豆dzied．  
単．与 三．現〈b豆t 完分．単．男くbtit  
母は歌わなければならなかった。   
25）［完了未来］Mums  b由bijis j貞Str云da．  
代，－．複．与 三．未来 完分．単．男  
我々は働いてしまっていなければならないだろう。  
これらの時制文から推測できるように，現在時制の場合も本来は  
Mums亘j豆Str豆d豆．M豆teiirj豆dzied▲   





義務態は接続法や伝聞法においても構成される：   
27）［接続法単純形］Ja man  nebdtu  maslnaS，man  
接続 一．単．与 否定＋接続法〈bdt 単．属  
〈もし〉  〈ma畠ina車  
bdtuj豆iet uztramvaju．［Fennell＆Gelsen，447］  




28）［接続法完了形］Man bdtu bijis  J云ietuztramva」u．  
一．単．与 接続法 完分．単．男  
私は市電で行かなければならなかっただろう。  
29）［伝聞法現在］Man esot  j豆dodascel豆．  
一．単．与 伝聞現．三 〈doties 単．位〈cela  
［Ceplfte＆Ceplfte，74］  
私は出立しなければならないらしい。  
30）［伝聞法未来］Mums rit  bti弘t  





も格配置は肯定の場合と変わらない：   
31）［現在］Man  nav 5豆Str豆d云．  
一．単．与 〈irの否定〉  
私は働く必要はない。   
32）［単純過去］Man nebija  j云Str豆d豆．  
否定＋bija  
私は働く必要はなかった。   
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33）［完了現在］Man  nav bijis j豆Str豆d豆．  
〈irの否定〉  完分  
私は働く必要はなかった。  
義務形は再帰動詞からも自動的に作られる（34A能動に対する34B）：   
34A）Tu  klausis  
代．二．単．主 二．単．現〈klausiet聞く（klausitに対応する再帰動詞）  
君は聞いている。   
34B）Tev  j豆kaus豆S．  




Aに対しそれぞれ35B，36B）：   
35A）Es  dziedu  tautasdziesmu，  
一．単．主  一．単．現〈歌う  単．対〈tautasdziesma民  
私は昼垂旦歌う。  
35B）Man  j豆dzied tautasdziesma．  
一．単．与 義務形 単．主  
私は昼垂旦歌わなければならない。   
36A）Kas  ganalopus？  
疑間代．主 〈ganit 複．対〈lops家畜  
誰が丞室生追うか（放牧の番をするか）？   
36B）Kam  」aganalopi？  ［Fennell＆Gelsen，433］  
疑間代．与 〈ganit 複．主  




definiteなものか，人間など活動体であるかなど）に関係なく自動的に起こる：   
37A）VirlaS  dejo 菖o  tautas deju．  
代三．複．女．主 三．現 指代，女．単．対 複．生 単，対〈deja  
彼女たちは 〈de］6t踊る 〈邑iこのくtauta民族 ダンス  
彼女たちはこの民族舞踊を踊る。   
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37B）ViIl豆m  j云dejo 畠f  tautas deja．  
代三．複．女．与 義務形 指代．女．単．主 複生 単．主  
［Fennell＆Gelsen，432］  
彼女たちはこの民族舞踊を踊らなくてはならない。   
38A）Virla  audzina pleCOS berrluS．  
代．三．単．女1主 三．現  数．複．対 複．対  
彼女は  〈audzin5t育てる 5  〈berns子供  
彼女は五人の子供を育てている。   
38B）ViIlai  j豆audzina pleCi bemi．  
代．三．単，女．与 義務形  数．複．主 複．主  
彼女は五人の子供を育てなければならない。  
否定の場合にも同じ様に主格化が起こる：   
39A）Es  菖odien maks豆ju naudu．  
代．一．単．主 副  一．単．現 単．対  
〈今日〉  〈maks豆t支払う〉  〈nauda金  
私は今日，金を払う。   
39B）Man   邑odiennav j豆makas豆 nauda，  





交替は起こらず，これらの代名詞は対格で表わされる：   
40）Villai  mani  j豆atrast．  
代．三．単．女．与 ∴単，対 〈atrast発見する  
彼女は私を見つけなければならない。  
41）Ja tu  man  klausitu，man  ebGtu  
代．二．単．圭 一．単．与 接続法  一．単．与 否定＋接続法  
くもし〉  くklausit（＋与）従う  
堕 j云SOda・  
二．単．対  
〈sodit罰する  ［Fennell＆Gelserl，445］  
もしも君が私に従っていたら，私は君を罰する必要はなかっただろう。   
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42）は通常の能動億の例である：   
42）Es  堕   sodiju， jo  tu  man  








主格の使用は稀とされる［Fennell＆Gelsen，430］：   
43）Tev  j豆palidz  b白Vet namu／nams．  
二．単．与 j豆＋三．現在 不定詞 単．対／単．主（稀）  
〈palidz手伝う 〈建てる（十対）家を  
おまえは家を建てるのを手伝わなくてはならない。  
44）Jums j豆meglna rakstft vestuli／vestule．  
二．複，与 j豆＋三．現在 不定詞 単．対ノ単．主（稀）  
〈me蚕n豆t試みる〈書く（＋対） 手紙を  
あなたは手紙を書こうと試みる必要があります。  
能動態で対格以外の補語をとる動詞ももちろん義務態で用いられるが，この場  
合には，補語の格形態は能動態の場合のままである：   
45）Mums ar m豆Su j云palidz K云rllm・  
一．複．与 前置 単．対〈palidzet 与  






には   
46）Mums b豆S  j豆btitstacij豆 p百C puSdienas．  
1．複．与 3．未来 位  前置 単．属  
〈stacija駅  後で〈pusdiena昼食   





－793］   
［人称定形］47）Es  eSmll zin豆tnieks．  
「．単．圭 一．単．現〈bdt 単．主く学者，研究者  
私は研究者です。  
48）Tavs  dels ir  廻塾  
所有代．二．単．主 単．主 三．現 形．男．単．主  





［義務態］49）Man j豆bdt zin豆tniekam．  
一．単．与  単．与〈zin豆tnieks  
私は学者でなければならない。  
50）Tavam  delamj云bdt eakl豆kam  







れる名詞はともに与格で表わされる：   
［接続法］51）Pec man云m  dom豆m tev  
前置 所有代．一．女．複．与 女．複．与 二．単．与  
くmans私の  〈doma考え  
vai zin云tnikekam．  Vajadzetubtit  豆rStam  
接続法  不定詞 単．与  接  単．与  
〈vajadet  く豆rsts医者 または 〈zin豆tnieks学者   
三 谷 恵 子  16  
ぽくの思うところ，君は医者か学者になるべきだったのだろう。   
52）Tavam  delam vajadzesbdt eakほkam  






容詞の場合に明確になる：   
53）K豆peclabiem  ra20jumiemj云btit tik d豆rgiem？  
疑間代 形．男．複．与 複．与  副 形．男．複．与  
なぜ 〈1abs良い  〈ra乏ojums製品 そんなに〈dargs高価な  
どうしていい品物はこうも高くなければならないのだろう？   
54）Sievietem vajadzeja bGt drosmig豆m，  
複．与  三．過  形．女．複．与  
〈sieviete女  〈drosmigs勇敢な  
女たちは勇敢でなければならなかった。   













格主語で示されないということにある。もちろん，（a）のVajadzetの場合主格   



















単数主格形，主格で示される被動作項は女性名詞「娘」である：   
55）Nu嬢nirlam bdtu bijis  j豆atdod meita  
単．与  接続法 完了分．男．単．主  女．単．主  






もいる。   
第三に，再帰所有形容詞の現われ方がある。再帰所有形容詞savs，SaVa［自  
分の］は，56）57）のように，一つの動詞の格配置の中で主語と同一指示にな  
る名詞句において現われる：   
56）Es  sartin町u  ar 堅些 m云Su．  
一．単．主 →．単．現／過 前置 単．対 〈m豆Sa姉妹   
三 谷 憲 子   
くsardn豆t会話する  再帰所有形「自分の」  
18  
私は自分の姉と話をした。  
57）Saimnieks apskatij云  SaVu namu．  
単．主〈主人〉 三．過〈apskatft 単．対 〈nams家  
眺める  再帰所有形「自分の」  
あるじは自分の家を眺めていた。  
再帰所有形容詞を含む名詞句は，通常の人称定形を述語とする文で主格主語に  
用いられることはない：   
58）蓼星型竺br豆1is man   m豆Ca・  
単．圭  一，単．対 三．現在  
再帰所有形 僕を  〈m豆Cit教える  
＊自分の兄が僕を教える。  





nell＆Gelsen，430］   
60）Mums j云baro 垂  Zirgi・  
一．複．与 義務形 再帰所有形．男．複．主 複．主  
〈barot養う  〈zirgs馬  
私たちは自分（たち）の馬を養わなければならない  
61）Man  J云izlasa 準ヱ旦  gr豆mata・  









詞句は受動態の場合と違って，主語としての統語論的用件を満たさず，主格形   
脱動作主化とラトヴイア語の義務態について  19  
































語として用いるいわゆる不定詞構文の補語においてであるという点である。こ   









を挙げておく4）：   
npモⅩ88C▲R払 ecT8もIC8epnnTⅥnpOC如piもⅥ煎もⅥ  Ⅵ爪ⅡB乃伽y  
［AoM，63］  
pre羞e vseki∈ eStVy 竺堅垂坦 担旦 V C［e］rk［0］viiliv domu  
不定詞 女．単．主  
食事の前には必ず教会でも家でも聖パンを食べ終えるように。  
M0月e6払Ⅰ鵬TH E▼堅塁鞋亘竺竪 C qeCで馳Ⅸ R煎oBも［月OM・21－14］  
molebnyp昌tiivoda s［vja］titis eestnyx kr［s］tovも  




は主格形補語，男性名詞（「夫」）は対格形補語で使用されている：   
姦ⅩaRO OyⅦⅡTH壷JⅡdⅡTH岬些垂ヱ壁土冗q叩恥a XeEe 塑   
c80m C叩ⅡaTオHC＝paⅢⅡBaTHCA nO8CA月E旦［加M・13－9］  
ikakouEitiiljubitimu羞u羞enasvoe［女．単．主］ieada，a羞enemu羞a  
竺竺些g9［乳単．対］slu羞atiispra呈ivatlSe pOVSe dni  







になる場合とがある。その分布に関与するのはラトヴイア語では人称に関する   
脱動作主化とラトヴィア語の義務態について  21  
対立であり（一，二人称：それ以外）ロシア語不定詞構文では名詞のカテゴリー  
（男性人間単数：それ以外）である  
といった共通点を挙げることができるのである。   




脱動作主化  なし→語順の入れ香え，助詞のような強調要素の使用，な  
態の変更不定人称文  
［≡ヒニ  
‥．  主語化  
なし→義務態：動作主／義務の認識者は与格補語  
あり→受動態：動作主は出現できない  
註   
1）ここで参照したのはDane孟etal19S7，VOl．m，236f董のDeagentizace（deagen－   
tization）の記述である。なお，チェコ語の脱動作主化Deagentizaceに閲し上掲   
書はつぎのようなものを挙げている：  
（a）再帰動詞化：spf「彼は」眠る」に対してSpf（mu）se「（彼は）眠たい」，PraCuje   
「（彼は）働く」に対してpracujemuse「仕事がはかどる」。  
（b）受動分詞による受動化：Psihlfdalivinohradya羞dor孟na．「犬が朝までぷど  
う畑の見張りをした」に対してBylihlifd去ny vinohrady a之 do r孟na．「ぷどう  
畑は朝まで見張りがされた」。  
（C）不定人称文（動詞の三人称複数形を使用する）二Ueastnfcikonferencetuz畠Ie  
三itost u乏projedn畠vali．会議の参加者たちはその提案をすでに検討した」に対  
しTuz点Ie2itostu羞projedn孟va】i．「その提案はすでに検討されたJ。   
三 谷 恵 子  22  
（d）人称文の転位（二人称や→人称の人称定形を用いて一般的，あるいは不特定  
の動作主による行為を表わす）：Kdy羞nさcoslfbfm，tak tomuslmdodrzet．「約  
束したことは守らなければならない」（形式は一人称単数）。  
（e）mrt（have動詞）＋受動分詞による間接受け身。Uklize己ka uklidila Petrovi   
pokoj．「掃除婦がベトルの部屋を掃除した」に対しPetrm哀u羞pokojuklizenテ．  
「ベトルは部屋を掃除してもらった」。  
（f）dostat（「得る」）＋受動分詞による間接受け身。Petr vynadalPavlovi．「ペ   




2）受動分詞現在形は義務性のほかに「…されうる」「・・・できる」「…にふさわしい」   
といった可能性や適正さ，合目的性を表わすこともできる：  
Sodien pusdienasir edamas，  
副．  女．複．主  三．現 受分現．女．複．主   
〈今日〉 昼食  丑泊t edni〈食べる  
今日の昼食は食べられる＝食べるに値する，おいしい  
Vai  再dens， ko  smel no t豆S akas，ir  
疑問助詞  男．単．主 関係代．対 三．現 前置 指代．単．生．単．生  
〈水〉  〈smelt汲み出す 〈その井戸から〉  
dzerdams？   
受分現．男．単．主  
〈dzert〈飲む〉   
その井戸から汲み出している水は墜旦旦のですか  
さらに受動分詞現在形は，dzerdamsddens「飲める水（〈dzertddeni水を飲む）」，  






「草刈の時期（1aiks，kad plauj草刈をすべき・するに適した時期）」のように場   
所や時を表わす副詞的要素を修飾することもできる。  
3）この形式は同じパルト語でもリトワニア標準語にはない。Endzelinは接頭辞j豆   
の起源を，古い関係代名詞i6の単数属格もしくは奪格と見ており，この形式自体   
実際には「直説法の一形態」と述べている［Endzelin，1971：241］。  
4） EoMOCTpO鐘ⅢO KoEⅡⅢ汀C】（OMy CⅢHCKy．（Domostroj po Kon畠inskomu   
spisku．）より。例の出典箇所はモスクワ大学附属帝国歴史古代協会会報qTe工‖覆兄   
8もHMnepaTOpCEOMも 06町eCT】さも ⅢcTOpiH Ⅱ 且pe8ⅡOCTe最Poccほc文一   






（Bondarko．et al．77，Ort7a junkcional’n扉grammatikt．fセ77；Onal’nost’．  
2b10gOL）OSt’．）CaIIXTrIeTep6ypr：rhyxa，1991．  
60pXO8CEⅡ放，B．H（pe月），挽TOp〟甘eC∬8g rpa九仇オaT∬g8 py（：Cズ0∫O g3ムぼ乱  
aHTaKCHC．IDocTOe LIPeA｝TOズeHne．（Borkovskij，V．I．［red］1s  
わγたe5点痴gγ〟椚，批Zffゑd用お如gロメα考l′烏α．滋舶娩由．Pね痛鳴か由侮お壷）  
M：H且yXa，1978．  
BexcJIep，．；．X，，K）pEK，B．A．，JlaTⅦCKn慮 R3LLR．（Veksler，B．X．，Jurik  
V．A．，La＆誌kか励k）Rfga：Zvaigzne，1973．  
刀∬∬rβ∬CT∬甘e（：ズ∬点 タ∬耳∬∬∬0∬e〟∬甘e（・ズ∬慮 c∬08ap£．（ム毎卯・ねffとβ5妬β乃C蕗  
J坤ぞ成とど5烏が5わむαγ’）M，：CoBeTCXa兄 〇EqHX乃0Ⅱ印E員，1990．（本文中  
LG）  




Ceplite，B．，Ceplitis，L．，Latvie吉u ualodas pYaktiskd gnmatika．Riga：  
Zgaizgne，1991．  
Dan∈羞，Fr．etal＿Mluuniceごe吾tiny．vol．3Skladba．Praha：Academia，1987．  
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